
招へいLI森林生腰につ.い.･て町専町的な清華実習を含んだ研修を本敬生徒と共に行うことを通して､①互いの協力関係を築くこと{･③森林生態系の保全及び地球温暖化問題についての共通認識実�+�籍しており'土木環境学部'科学技術人材開発学部など､計8つの学部か

方法を'マレーシアの女子学生に習得してもらうことであった｡そのために鳥取大学附属フィールドサイエンスセンター(Fs.C)を利用し､同大学教授から直接､森林��@ｶ�*も—’の抑止にいかに大切であるかを考察することが出来た｡自身の体験を通して得られた知見は､樟にいわ"ﾌ�&雕Xｬ(ｺｹ]ｹ�2ﾉ卓箙る�ｹ�4�)?｡m｢�頂.��Y*wフィー#泣hサイエンスセンター(鴎葈,ｧ真畜'纒f山),X*ﾌ実澈 
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訪問し､岡山県を中心とした豊富な化石'動植物の展示標本を見たり､体験的に楽しく科学を学ぶ機会を設定した｡
招へい者のプログラムに対する感想として

はt FsCでの実習内容'特にフィールドワークが充実していたといJ三戸を多徽頂いた｡自分達が普段暮らしている亜熱帯域の自然環境と比べ､日本の森林内の動植物は異なる点
.A多-'それらが特に印象的だらたようであ

る｡研修の半ばで､森林観察用のジャングルジムから見渡した温帯域の森林の相親は'彼女らの目に強-焼きついたことだろう｡また､
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